













































最後に第 5章では、第 3章及び第 4章を踏まえ、生物の認識と、その変化に影響を与える生物及び社
会属性について総合的な考察を行うとともに、本研究が達成した内容について総括した。また、生物の
認識の違いが文化的サービスにどのように影響しうるのか等、今後の研究の展望を述べた。さらに、本
研究から得られた、人と自然とのつながりの強化に向けた提案や、行政統計のさらなる活用への提案を
行った。 
